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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 35,205 23.1 553 ― 848 ― 546 ―

2021年3月期第3四半期 28,605 △9.3 △1,217 ― △1,113 ― △790 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　942百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　△644百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 17.58 17.53

2021年3月期第3四半期 △25.00 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 54,496 35,994 65.9 1,196.15

2021年3月期 53,375 36,320 67.9 1,144.45

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 35,897百万円 2021年3月期 36,265百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 9.00 ― 11.00 20.00

2022年3月期 ― 9.00 ―

2022年3月期（予想） 11.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,600 18.6 650 ― 850 ― 710 ― 23.12

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 有

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 34,057,923 株 2021年3月期 34,057,923 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 4,047,257 株 2021年3月期 2,369,777 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 31,116,124 株 2021年3月期3Q 31,628,764 株

（注）自己株式数には業績連動型株式報酬制度に係る信託口に残存する当社株式が含まれております。

（自己株式数　2022年3月期3Ｑ　342,210株　2021年3月期3Ｑ　342,210株）

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ４「１．当四半期決算に関する

定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、回復傾向が継続しているものの、感染力の強い変異種の出現に

より各国の経済活動には不透明感が強まってまいりました。

　また、わが国経済においても製造業では半導体不足や原材料価格の上昇が企業の生産活動や収益の下押し要因と

なっております。

　当社グループの主な事業領域である自動車分野は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、新車生産及び販売

が大きく落ち込んだ前年同四半期から回復傾向が継続しておりましたが、一方世界的な半導体不足による影響や感

染が拡大した東南アジアでの工場閉鎖などによる部品不足を背景に、自動車生産の減産影響が発生しており先行き

不透明な状況となりました。

　電子情報通信分野では、データセンター向け投資に旺盛な需要が続いております。

　当社グループの業績もこのような外部環境の影響を強く受け、自動車分野の売上高は大きく増加しました。電子

情報通信分野においても、ＨＤＤ用サスペンションやプリンター関連の需要が高水準を維持しており前年同四半期

の売上を上回りました。この結果、売上高は352億５百万円（前年同四半期比23.1％増）となりました。

　しかし、直近第３四半期連結会計期間の売上高は世界的な半導体不足による影響や感染が拡大した東南アジアで

の工場閉鎖などによる部品不足を背景に、自動車生産の減産影響が発生しており117億２百万円（前年同四半期比

0.6％減）となっております。

　利益面では、増収の影響により営業利益は５億53百万円（前年同四半期は12億17百万円の営業損失）、為替差損

益の改善影響があり経常利益は８億48百万円（前年同四半期は11億13百万円の経常損失）となりました。また、親

会社株主に帰属する四半期純利益は５億46百万円（前年同四半期は７億90百万円の親会社株主に帰属する四半期純

損失）となりました。

《セグメントの業績》

[日本]

　自動車分野では、新型コロナウイルス感染症の拡大により、新車生産及び販売が大きく落ち込んだ前年同四半期

から大きく回復しました。また電子情報通信分野ではＨＤＤ用サスペンションの需要が高水準を維持しており、前

年同四半期の販売を上回りました。

　結果として、セグメント売上高は239億59百万円（前年同四半期比23.8％増）、増収影響によりセグメント利益

は３億57百万円（前年同四半期は12億56百万円のセグメント損失）となりました。

[北米]

　メキシコ子会社、米国子会社の材料関連製品、自動車関連製品ともに、回復基調が継続しております。その結

果、セグメント売上高は51億35百万円（前年同四半期比23.2％増）となりました。しかし、利益面で為替レートの

悪化やコストアップによりセグメント損失は１億36百万円（前年同四半期は７百万円のセグメント利益）となりま

した。

[アジア]

　自動車分野は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、新車生産及び販売が大きく落ち込んだ前年同四半期か

ら大きく回復しました。また電子情報通信分野では、プリンター関連が前年同四半期を上回りました。

　結果として、セグメント売上高は74億69百万円（前年同四半期比24.4％増）、セグメント利益は９億19百万円

（同82.1％増）となりました。
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製品区分の名称

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

自 2020年４月１日 自 2021年４月１日 増　　減

至 2020年12月31日 至 2021年12月31日

金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 前期比

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

材料関連製品 3,642 12.7 5,099 14.4 1,457 40.0

自動車関連製品 15,212 53.2 17,939 51.0 2,726 17.9

自動車分野 18,855 65.9 23,038 65.4 4,183 22.2

ＨＤＤ用サスペンション 5,849 20.4 7,878 22.4 2,028 34.7

プリンター関連 2,310 8.1 2,810 8.0 500 21.6

通信関連 770 2.7 863 2.4 93 12.1

電子情報通信分野 8,930 31.2 11,552 32.8 2,621 29.4

その他製品 819 2.9 614 1.8 △ 204 △ 25.0

　合　計 28,605 100.0 35,205 100.0 6,600 23.1

《製品区分別の売上業績》

（自動車分野）

[材料関連製品]

　材料関連製品では、弁ばね用材料や精密異形材料が、新型コロナウイルス感染症の影響による減少の影響があっ

た前年同四半期から大きく回復しました。その結果、売上高は50億99百万円（前年同四半期比40.0％増）となりま

した。

[自動車関連製品]

　自動車関連製品は、すべての製品で新型コロナウイルス感染症の影響による減少の影響があった前年同四半期か

ら大きく回復しました。特にＨＥＶ、ＥＶ等電動車の配電に使用されるバスバーは前年同四半期から大きく伸長し

ております。その結果、売上高は179億39百万円（前年同四半期比17.9％増）となりました。しかし、直近第３四

半期連結会計期間の売上高は57億１百万円（前年同四半期比11.8％減）となっております。

（電子情報通信分野）

[ＨＤＤ用サスペンション]

　ＨＤＤ用サスペンションは、データセンター向け投資が旺盛に推移しており高い需要が継続しております。その

結果、売上高は78億78百万円（前年同四半期比34.7％増）となりました。

[プリンター関連]

　プリンター関連は、新型コロナウイルス感染症の影響によるリモートワークへの移行により家庭用（コンシュー

マ向け）の需要増加が継続しており、売上高は28億10百万円（前年同四半期比21.6％増）となりました。しかし、

直近第３四半期連結会計期間の売上高は、世界的な半導体不足による影響や東南アジアでの新型コロナウイルス感

染症の拡大により８億35百万円（前年同四半期比8.7％減）となっております。

[通信関連]

　通信関連は、主な市場である北米・アジアにおける需要回復の影響から、売上高は８億63百万円（前年同四半期

比12.1％増）となりました。

（その他製品）

　その他製品ではスマートフォン用部品販売が終了したため、売上高は６億14百万円（前年同四半期比25.0％減）

となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産・負債・純資産の状況

[資産]

　総資産は544億96百万円（前連結会計年度末比11億21百万円増）となりました。これは主に、株価の下落等に伴

い投資有価証券が１億78百万円、ＨＤＤ用サスペンションや自動車関連への能増投資による設備代金の支払い等に

伴い現金及び預金が９億59百万円減少した一方、有形固定資産が９億90百万円増加したほか、商品及び製品等の棚

卸資産が12億37百万円増加したことによります。

[負債]

　負債は185億51百万円（前連結会計年度末比14億97百万円増）となりました。これは主に、外部借入れの返済等

により長期借入金が４億79百万円、流動負債のその他に含まれる設備投資等に係る未払金が５億82百万円減少した

一方、仕入の増加により支払手形及び買掛金が３億39百万円、短期借入金が22億12百万円増加したことによりま

す。

[純資産]

　純資産は359億44百万円（前連結会計年度末比３億76百万円減）となりました。これは主に、利益剰余金が親会

社株主に帰属する四半期純利益により５億46百万円、為替換算調整勘定が５億45百万円増加したものの、公開買付

け等により自己株式が６億98百万円増加したほか、配当により利益剰余金が６億25百万円、株価下落によりその他

有価証券評価差額金が１億54百万円減少したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年８月５日に公表いたしました業績予想から修正しておりま

せん。

（新型コロナウイルス感染症に関するリスク情報について）

　当社グル－プは日本・北米・中国・アジアにおいて生産及び販売活動を行っており、新型コロナウイルスの感染

拡大による影響が既に一部において発生しております。今後新型コロナウイルス感染症の拡大が世界各地、又は当

社グル－プが事業展開している地域で継続する場合には、以下のリスクの拡大が想定されるとともに、当社グル－

プの業績に大きな影響を及ぼす可能性があります。

　①生産継続に関するリスク

　当社グル－プ従業員の感染や生産地域の感染状況により、従業員の自宅待機や消毒などに必要な期間が発生し

たり、材料等調達先や物流面の問題により生産継続が出来なくなる可能性があります。

　②顧客の生産動向に関するリスク

　当社グル－プが販売活動を行っている顧客及びその地域の感染状況により、当社の販売に大きな影響を及ぼす

可能性があります。

　③消費動向に関するリスク

　　当社グル－プ連結売上高の約65％を自動車分野、約33％を電子情報通信分野が占めております。新型コロナウ

イルス感染拡大及びそれに起因する景気後退等が、最終製品の消費動向を減退させ、当社グル－プの販売に大き

な影響を及ぼす可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,570 6,611

受取手形及び売掛金 9,996 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 10,146

商品及び製品 1,966 2,468

仕掛品 2,043 2,322

原材料及び貯蔵品 2,456 2,911

その他 1,174 1,130

流動資産合計 25,207 25,591

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,691 5,778

機械装置及び運搬具（純額） 9,799 10,015

その他（純額） 4,949 5,636

有形固定資産合計 20,440 21,431

無形固定資産 392 393

投資その他の資産

投資有価証券 5,277 5,099

その他 2,057 1,981

投資その他の資産合計 7,334 7,081

固定資産合計 28,167 28,905

資産合計 53,375 54,496

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,202 6,541

短期借入金 1,869 4,081

１年内返済予定の長期借入金 748 493

未払法人税等 115 128

役員賞与引当金 － 32

賞与引当金 410 252

その他 4,435 4,048

流動負債合計 13,781 15,580

固定負債

長期借入金 1,059 834

退職給付に係る負債 1,046 1,083

株式給付引当金 73 73

その他 1,093 979

固定負債合計 3,272 2,971

負債合計 17,054 18,551

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,808 4,808

資本剰余金 2,823 2,825

利益剰余金 26,989 26,922

自己株式 △1,008 △1,706

株主資本合計 33,613 32,848

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,941 2,787

繰延ヘッジ損益 △13 －

為替換算調整勘定 △728 △182

退職給付に係る調整累計額 452 443

その他の包括利益累計額合計 2,652 3,048

新株予約権 55 47

純資産合計 36,320 35,944

負債純資産合計 53,375 54,496
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 28,605 35,205

売上原価 26,201 30,777

売上総利益 2,403 4,428

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 463 523

報酬及び給料手当 960 1,003

役員賞与引当金繰入額 23 33

賞与引当金繰入額 50 55

退職給付費用 78 81

その他 2,044 2,177

販売費及び一般管理費合計 3,621 3,874

営業利益又は営業損失（△） △1,217 553

営業外収益

受取配当金 129 116

物品売却益 70 164

為替差益 － 27

助成金収入 63 4

雇用調整助成金 51 3

その他 60 60

営業外収益合計 375 376

営業外費用

支払利息 99 78

持分法による投資損失 16 1

為替差損 148 －

その他 7 1

営業外費用合計 271 81

経常利益又は経常損失（△） △1,113 848

特別利益

投資有価証券売却益 0 －

その他 1 4

特別利益合計 1 4

特別損失

固定資産売却損 6 0

固定資産廃棄損 19 17

その他 － 0

特別損失合計 26 17

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△1,137 834

法人税、住民税及び事業税 185 278

法人税等調整額 △531 9

法人税等合計 △346 287

四半期純利益又は四半期純損失（△） △790 546

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△790 546

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △790 546

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 777 △154

繰延ヘッジ損益 △1 13

為替換算調整勘定 △638 535

退職給付に係る調整額 6 △9

持分法適用会社に対する持分相当額 1 9

その他の包括利益合計 146 395

四半期包括利益 △644 942

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △644 942

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の損益及び利益剰余金の当期首残高への影響は軽微です。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基

準第12号2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客と

の契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、当第３四半期連結財務諸

表への影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社グループが保有する機械装置及び運搬具のうち、ＨＤＤ用サスペンション製造装置については、従来、当事

業の不確実性により標準的な製品ライフサイクルに合わせて耐用年数を３年としておりましたが、今後もニアライ

ン向けＨＤＤ市場の拡大が予想される中、当事業の経営戦略上の位置づけの変化や事業継続性が高まったことを契

機に、その実態を見直した結果、第１四半期連結会計期間より、耐用年数を８年に変更しております。

　この結果、従来の耐用年数によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益はそれぞれ904百万円増加しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響による会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の第５【経理の状況】（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイル

ス感染症拡大の影響に関する仮定について重要な変更はありません。
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（単位：百万円）

日本 北米 アジア 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

外部顧客への売上高 18,591 4,155 5,857 28,605 － 28,605

セグメント間の内部売上高

又は振替高
766 14 149 929 △929 －

計 19,357 4,170 6,006 29,534 △929 28,605

セグメント利益又は損失（△） △1,256 7 504 △744 △472 △1,217

（単位：百万円）

日本 北米 アジア 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

顧客との契約から生じる収益 22,874 5,133 7,197 35,205 － 35,205

それ以外の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 22,874 5,133 7,197 35,205 － 35,205

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,084 2 272 1,360 △1,360 －

計 23,959 5,135 7,469 36,565 △1,360 35,205

セグメント利益又は損失（△） 357 △136 919 1,139 △586 553

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (注)１　セグメント利益又は損失の調整額△472百万円には、セグメント間取引消去30百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△503百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社の企画・管理

部門等にかかる費用であります。

　　　  ２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    (注)１　セグメント利益又は損失の調整額△586百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△586百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社の企画・管理

部門等にかかる費用であります。

　　　  ２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　　３　報告セグメントの変更等に関する事項

　　　　　（有形固定資産の耐用年数の変更）

　　　　　　「会計上の見積りの変更」に記載のとおり、当社グループが保有する機械装置及び運搬具のうち、ＨＤＤ

用サスペンション製造装置については、従来より標準的な製品ライフサイクルに合わせて耐用年数を３年

としておりましたが、今後もニアライン向けＨＤＤ市場の拡大が予想される中、当事業の経営戦略上の位

置づけの変化や事業継続性が高まったことを契機に、その実態を見直した結果、第１四半期連結会計期間

より、耐用年数を８年に変更しております。

　この結果、従来の耐用年数によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益が、「日

本」で904百万円増加しております。
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米国 中国 フィリピン その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 2,360 2,940 5,036 6,457 16,795

Ⅱ　連結売上高（百万円） 28,605

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
8.2 10.3 17.6 22.6 58.7

米国 中国 フィリピン その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 2,869 3,990 6,929 7,887 21,677

Ⅱ　連結売上高（百万円） 35,205

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
8.2 11.3 19.7 22.4 61.6

３．海外売上高

前第３四半期末連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

当第３四半期末連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（1）米国………………米国

（2）中国………………中国

（3）フィリピン………フィリピン

（4）その他の地域……韓国、タイ、ベトナム、インドネシア、マレーシア、インド、ブラジル、

メキシコ、ドイツ、スイス、ポーランド

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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